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炎症は、ある組織部にて血管透過性が上昇し血中の免疫細胞が無秩序に集積し、当該組織の

恒常性が破綻して機能障害が誘導された状態である。私たちは、このような炎症の誘導の分子

機構を特に組織特異性の観点から研究してきた。これまでに、炎症性疾患の組織特異性を決め

る機構として、T細胞の抗原特異性以外に、（１）非免疫細胞での炎症誘導機構であるIL-6アンプ
を2008年に発見し、さらに、（２）自己反応性T細胞の組織への侵入のための血管部の反応機構
であるゲートウェイ反射を2012年に見出した。今回、これら２つの炎症誘導機構と病態との関係
をT細胞依存性の自己免疫疾患モデルとヒト検体での結果から議論する。
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組織特異的な炎症性疾患の誘導に重要な分子機構：
IL-6アンプとゲートウェイ反射

Molecular mechanism for the development of inflammatory diseases:
IL-6 Amplifier and Gateway Reflex
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